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こ
の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も

存
続
す
る
も
の
は
、
信
仰
と
希

望
と
愛
と
、
こ
の
三
つ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
で
最
も
大
い
な
る
も

の
は
、
愛
で
あ
る
。

コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙

 

第
一
三
章　

一
三
節

満開の桜　新年度、頑張るぞ！！

一  

．三
日
見
ぬ
間
の
桜
か
な
。あ
っ

と
い
う
間
に
葉
桜
に
な
っ
た
。

時
の
た
つ
の
は
早
く
て
正
確
で

あ
る
。 

一  

．政
治
が
大
き
く
変
わ
る
と
い

う
。ど
ん
な
風
に
変
わ
る
の
か
。

良
き
政
治
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

一  

．楽
し
い
野
球
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
た
。
プ
ロ
野
球
も
良
い
。

高
校
野
球
は
更
に
よ
い
。

一  

．良
か
ら
ぬ
う
わ
さ
が
立
つ
こ

の
頃
で
あ
る
。ど
う
し
た
の
か
。

お
金
の
為
に
人
生
を
捨
て
て
は

い
か
ん
。

一  

．人
生
は
尊
い
。
与
え
ら
れ
た

人
生
を
何
の
た
め
に
つ
く
す
の

か･･･

。
会

報

五

言
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私
事
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
を
お

許
し
願
い
ま
す
。
昨
年
暮
、
私
は
肺

炎
に
か
か
り
、
ひ
ど
い
目
に
会
い
ま

し
た
が
、
主
治
医
の
懸
命
な
治
療
の

お
陰
で
、
危
機
を
脱
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
喉
に
張
り
付
く
痰
に

堪
え
き
れ
な
く
な
っ
た
私
は
、「
俺

を
こ
ん
な
に
苦
し
め
る
奴
は
、
ど
こ

の
ど
い
つ
な
ん
だ
？
」
と
叫
び
た
く

な
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
あ
と
に
な
っ

て
、
犯
人
の
見
当
が
つ
き
ま
し
た
。

「
そ
う
か
、
サ
タ
ン
の
仕し

業わ
ざ
だ
っ
た
の

か
。
す
る
と
、
一
番
苦
し
か
っ
た
時
、

俺
は
『
サ
タ
ン
の
影
』
を
見
て
い
た

こ
と
に
な
る
な
。」
そ
う
わ
か
っ
た

瞬
間
、
間
髪
を
入
れ
ず
、
神
様
の
み

業
を
身
に
お
ぼ
え
、
救
い
に
与
っ
た

と
い
う
実
感
が
全
身
に
溢
れ
て
、
感

謝
に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。
考
え
て
み

る
と
、
今
回
の
病
気
に
限
ら
ず
、
わ

が
身
に
起
っ
た
す
べ
て
の
こ
と
の
陰

で
、
光
の
勢
力
と
闇
の
勢
力
の
ぶ
つ

か
り
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
サ
タ
ン
の
誘
惑
に
負

け
る
こ
と
が
な
ん
と
多
か
っ
た
こ
と

か
、
恥
し
い
限
り
で
す
。
世
界
の
動

き
や
、
社
会
の
出
来
事
を
見
聞
す
る

に
つ
け
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
、
明

と
暗
の
両
勢
力
が
熾
烈
な
争
い
を
展

開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

2

　

新
約
聖
書
ロ
ー
マ
書
に
は
、「
夜

は
ふ
け
、
日
が
近
づ
い
て
い
る
。
そ

れ
だ
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
、
や
み

の
わ
ざ
を
捨
て
て
、
光
の
武
具
を
着

け
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
い
う
文
言

が
あ
り
ま
す（
一
三
章
一
二
節
）。「〝
や

み
の
わ
ざ
〟
に
つ
い
て
は
、
筆
者
パ

ウ
ロ
が
、
同
書
第
一
章
後
半
で
、「
あ

ら
ゆ
る
不
義
、
む
さ
ぼ
り
、
悪
意
、

ね
た
み
、・
・
・
不
誠
実
、
無
情
、
無

慈
悲
」
等
々
、
二
〇
余
り
の
悪
の
カ

タ
ロ
グ
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
、
や
み
の
わ
ざ
の
元
凶
で
あ
る

こ
と
は
、
一
目
瞭
然
で
す
。
問
題
は
、

〝
光
の
武
具
〟
で
す
。
光
を
放
つ
武

具
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
表
現

で
す
が
、
や
み
の
わ
ざ
の
対
極
に
あ

る
も
の
と
取
れ
ば
、
パ
ウ
ロ
の
意
に

合
致
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

不
誠
実
、
無
慈
悲
が
、
や
み
の
わ

ざ
で
あ
る
な
ら
ば
、
誠
実
、
慈
悲
は
、

光
の
武
具
で
あ
る
と
い
う
具
合
に
。

3

　

東
京
光
の
家
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

光
の
武
具
を
身
に
着
け
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
武
具
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

光
の
家
の
「
経
営
の
基
本
方
針
」
六

項
目
に
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
紙
幅
の

関
係
上
、
第
一
項
と
第
二
項
に
限
っ

て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

ま
す
。
第
一
項
は
、
基
本
方
針
中
の

基
本
方
針
で
す
。〝
安
心
と
安
全
と

希
望
〜
生
活
に
は
喜
び
を
〜
〟
利
用

者
が
障
害
の
重
荷
を
乗
り
越
え
て「
生

き
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
心
か
ら
感

じ
と
れ
る
自
立
し
た
人
生
を
目
指
し
、

保
有
能
力
の
開
発
に
挑
戦
す
る
。〝
挑

戦
〟
と
は
、
い
か
に
も
武
具
に
ふ
さ

わ
し
い
。

第
二
項
。〝
愛
と
奉
仕
の
心
で
誠

実
な
業
務
を
〟
職
員
は
、
利
用
者
が

良
く
生
き
る
た
め
に
、
自
己
の
最
善

を
捧
げ
て
い
く
ハ
ー
ト
を
持
っ
て
仕

事
に
取
り
組
み
、
自
己
研
鑽
に
励
む

こ
と
。
ロ
ー
マ
書
で
言
う
光
の
武
具

を
、
そ
の
ま
ま
体
現
し
て
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
光
の
家
は
、
こ
の

よ
う
な
兜か
ぶ
とを
か
ぶ
り
、
鎧よ
ろ
いを
着
た
施

設
で
あ
り
ま
す
。
利
用
者
園
生
の
皆

さ
ん
の
明
る
い
表
情
は
、
こ
れ
ら
の

方
針
が
看
板
倒
れ
で
は
な
く
、
た
し

か
に
彼
等
の
心
に
届
い
て
い
る
こ
と

を
、
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
、
決
し
て
過
言
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

光
の
武
具

社
会
福
祉
法
人
東
京
光
の
家
　
理
事
・
評
議
員
　
相 

澤  

忠 

一
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光の家神愛園「感謝会」一年の感謝を音楽にのせて

光の家栄光園「みのりの会」振り返っていいとも～♪

光の家新生園「納め会」元気な音楽を届けました 光の家就労ホーム「結の会」はりきってダンス！

東
京
光
の
家
の
各
施
設
で
は
例

年
三
月
末
に
、
保
護
者
代
表
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
関
係
者
の
皆
様
を
ご

招
待
し
、
利
用
者
、
職
員
が
一
堂
に

会
す
る
年
度
を
締
め
く
く
る
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
一
部
の
式
典
で
は
、
田
中

理
事
長
に
よ
る
式
辞
、
招
待
者
の
ご

挨
拶
の
他
、
こ
の
一
年
が
ん
ば
っ
た

利
用
者
の
表
彰
や
成
果
発
表
、
訓

練
修
了
の
報
告
等
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
は
、
美
味
し
い
昼
食
を
食
べ
な
が

ら
、
音
楽
や
演
劇
等
の
企
画
で
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

皆
で
感
謝
を
も
っ
て
こ
の
一
年
を

振
り
返
り
、
新
し
い
年
度
に
希
望
を

抱
く
、
素
晴
ら
し
い
行
事
と
な
り
ま

し
た
。

追
悼
集
会
で
は
、
今
年
も
創
立

者
秋
元
梅
吉
の
講
話
の
テ
ー
プ
を
聞

き
、
そ
の
あ
と
田
中
理
事
長
が
「
光

の
家
の
誕
生
の
精
神
に
つ
い
て
」
と

い
う
題
で
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
光
の
家
は
、
秋
元
先
生
の
信
仰
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
事
業
体
で
、
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
の
追
悼
集
会
で
は
そ

の
信
仰
の
精
神
を
受
け
継
い
で
行
く

事
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
事
を
学
ぶ

事
が
出
来
ま
し
た
。

追悼集会で講話される田中理事長

～
第
四
一
回  

創
立
者

　  

秋
元
梅
吉
追
悼
集
会
～

平
成
二
八
年
二
月
一
〇
日
（
水
）

会
場
：
東
京
光
の
家
　
講
堂

「
光
の
家
の
誕
生
の
精
神
」

平
成
二
七
年
度
　
　

締
め
く
く
り
の
会
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～連日、たくさんの地元のお客様にご利用頂いております。～

いろいろな花に
彩られたエント
ランス

鮮やかな黄色の花に
はえるカナン全景

ウッドデッキで花見

お庭のきれいな
カフェゾーン 広 と々した店内

桜が満開の中央公園
絵画もたくさん
飾られています

いつも明るくお出
迎え（右 金田さん・
左 宇野職員）

鮮やかな黄色の花に
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光
の
家
神
愛
園�

生
活
係

川村 愛美
東北福祉大学卒

光
の
家
栄
光
園�

生
活
支
援
係

赤井 郁美
帝京大学卒

光
の
家
新
生
園�

行
動
訓
練
係

渡邊 望有季
東京福祉大学卒

総
務
部�

医
務
係

植木 量子
相模原病院附属看護学校卒

平
成
二
八
年
度

新
任
職
員
紹
介

光
の
家
神
愛
園�

生
活
係

坂本 莉菜
東海大学卒

光
の
家
栄
光
園�

就
労
支
援
三
係

庄野 琴詠
目白大学卒

光
の
家
就
労
ホ
ー
ム

蒲谷 ありさ
東京家政学院大学卒

総
務
部�

調
理
係

安藤 滋一
横浜調理師専門学校卒

光
の
家
神
愛
園�

支
援
係

金子 周平
障害者支援施設勤務

光
の
家
神
愛
園�

生
活
係

山下 千尋
東京経済大学卒

光
の
家
新
生
園�

生
活
支
援
係

中尾 俊太
開知国際大学卒

総
務
部�

会
計･

経
理
係

大西 弘之
神奈川大学卒

東
京
光
の
家
で
は
こ
の
四
月
、
総
勢
一
二
名
の
新
任
職
員
を
迎
え
ま
し
た
。

愛
と
奉
仕
の
心
を
持
っ
て
誠
実
に
業
務
に
励
み
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

生
活
支
援･

作
業
担
当
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真
心
の
こ
も
っ
た
仕
事
で

あ
な
た
の
疲
れ
を

癒
し
ま
す

真
心
の
こ
も
っ
た
仕
事
で

あ
な
た
の
疲
れ
を

癒
し
ま
す

昔
か
ら
、
天
気
と
人
間
の
健
康
に

は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
も
っ
と
も
人
が
感
じ
や
す

い
の
は
、
季
節
に
よ
る
体
の
変
化
だ

そ
う
で
す
。
今
年
の
春
も
、
花
粉
症

の
方
に
は
辛
い
季
節
で
し
た
。
頭
痛

や
首
コ
リ
に
悩
ま
さ
れ
る
の
も
そ
ろ

そ
ろ
終
わ
り
で
す
。

ま
た
、
新
生
活
が
始
ま
る
こ
の
時

期
は
期
待
で
ウ
キ
ウ
キ
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
が
、
そ
の
反
面
不
安
や
悩
み
も

つ
き
も
の
で
す
。
精
神
的
ス
ト
レ
ス

日
野
市
障
害
者
関
係
団
体
連
絡
協

議
会
（
日
障
連
）
は
、
一
九
七
五
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
四
〇
年
後
の
現
在
、
二
〇
を

越
え
る
障
害
者
団
体
へ
と
広
が
り
ま

し
た
。

そ
の
間
、「
と
も
に
生
き
る
ま
ち
を

め
ざ
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
日
野
市

の
障
害
福
祉
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。

東
京
光
の
家
に
お
い
て
も
日
障
連

会
員
と
し
て
役
割
り
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。四

〇
周
年
式
典
当
日
に
配
布
さ
れ

の
多
い
時
で
も
あ
り
ま
す
。マ
ッ
サ
ー

ジ
は
そ
ん
な
症
状
に
も
効
果
的
で

す
。
日
常
を
少
し
離
れ
て
、
身
も
心

も
ゆ
っ
た
り
と
労
わ
っ
て
あ
げ
て
下

さ
い
。
ボ
ー
っ
と
横
に
な
る
だ
け
で

も
自
然
と
気
持
ち
が
落
ち
つ
き
ま
す
。

プ
ロ
の
手
技
に
よ
っ
て
上
手
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
巡
り
く
る
季

節
も
異
常
気
象
を
も
ら
く
ら
く
乗

り
切
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

「
光
の
家
」
に
ご
来
所
の
時
は
是

非
マ
ッ
サ
ー
ジ
ホ
ー
ム
に
も
お
寄
り

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
健
康
の
お
役

に
立
た
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
光
の
家
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

佐
藤　
い
く
子
）

た
記
念
誌（
日
障
連
四
〇
年
の
あ
ゆ
み
）

は
、
光
の
家
栄
光
園
で
印
刷
・
製
本
さ

れ
、
更
に
式
典
出
席
者
の
前
で
光
バ
ン

ド
の
有
志
メ
ン
バ
ー
五
人
が
演
奏
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
日
野
市
の
障
害
福
祉
向
上

の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

マッサージホーム一同、
お待ちしております！

栄光園で製作した記念誌

光バンド有志で熱唱♪

心も体もリフレッシュ♪

平
成
二
八
年
二
月
二
八
日
（
日
）

会
場
：
日
野
市
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

日
障
連
四
〇
周
年
記
念
式
典

〜
光
バ
ン
ド
演
奏
〜
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※ 

紙
面
の
写
真
は
、
す
べ
て
ご
本
人

の
許
可
を
得
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
　

会
長
　
笹
川
　
陽
平 

様 

　
　
　
　

普
通
車
（
バ
ン
） 

一
台

柗
田
　
功 

様 

セ
ロ
リ 

一〇
㎏

 

梨 

一五
㎏

 

み
か
ん 

四
〇
㎏

 

り
ん
ご 

一四
㎏

宮
田
　
俊
晴 

様 

米 

三
〇
㎏

坂
本
　
昭
一 

様 

玄
米 

三
〇
㎏

安
積
　
義
治 

様 

　
　
　
　
　
コ
ー
ヒ
ー
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト 

一
箱

安
積
　
和
男 

様 

広
島
菜
塩
漬
け 

二
㎏

山
崎
　
郡
治 

様 

み
か
ん 

二
〇
㎏

佐
々
木
　
加
枝
子 

様 
 

ほ
し
わ
か
め 

五
〇
〇ｇ

 

だ
し
の
素 

一・八
㎏

柴
垣
　
政
明 

様 

米 

一〇
㎏

坂
本
　
武 

様 

い
よ
か
ん 

一三
㎏

岩
井
　
正
義 

様
　
純
子 

様 
 

人
参 

二一㎏

小
薗
江
　
康 

様 

干
し
芋 

一〇
㎏

土
屋
　
正
和 

様 

大
根 

五
三
㎏

城
山
鶏
園
　
加
藤
奉
文 

様

 

卵 

六
〇
㎏

鈴
木
　
文
雄 

様

　
　
　
　
　

電
子
ピ
ア
ノ
（
中
古
） 

一
台

小
西
　
妙
子 

様 

バ
ナ
ナ 

二
七
㎏

寄
付
者
名
簿
平
成
二
七
年
一
二
月
一一
日

 

二
八
年
三
月
三
一
日

平
成
二
八
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
各
施
設
に
、
新
し
い
顔
ぶ
れ

が
加
わ
り
ま
し
た
。

就
労
ホ
ー
ム
で
は
、
男
性
二
名
、
女

性
一
名
の
利
用
者
を
迎
え
ま
し
た
。

三
人
と
も
、
新
し
い
環
境
で
緊
張

感
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
一
生
懸
命
な

点
字
教
室
は
、
地
域
貢
献
活
動
の
一

つ
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

小
学
生
四
人
を
含
む
一一
名
で
行
わ
れ
、

テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
点
字
の
仕
組
み
を

一
緒
に
学
び
、
簡
単
な
単
語
を
点
字
で

打
ち
、
ゲ
ー
ム
等
を
通
し
て
少
し
ず
つ

覚
え
て
い
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
二
時

間
半
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、
皆

さ
ん
と
て
も
熱
心
に
学
ば
れ
充
実
し

た
点
字
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

（
地
域
貢
献
活
動
室　

大
平
恵
美
）

挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

光
の
家
新
生
園
で
は
、
男
性
三
名
、

女
性
一
名
の
新
し
い
利
用
者
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
輩
利
用
者
の

皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
拍
手
と
、
歓
迎

の
言
葉
に
迎
え
ら
れ
、
緊
張
の
面
持
ち

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
立
派
に
式
典
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

4 名の利用者を迎えた「光の家新生園」入所式

3名の利用者を迎えた「光の家就労ホーム」入所式

大好評だった点字教室

入
所
式

平
成
二
八
年
四
月
一
日
（
金
）：
光
の
家
就
労
ホ
ー
ム

平
成
二
八
年
四
月
五
日
（
火
）：
光
の
家
新
生
園

会
場
：
東
京
光
の
家
　
講
堂

「
第
三
回
点
字
教
室
」

              

を
開
催

平
成
二
八
年
三
月
五
日
（
土
）

会
場
：
東
京
光
の
家 

研
修
室
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（8）東京光の家ホームページ　http://www.hikarinoie.org/

発　
　
　

行　

〒
一
九
一
︱ 

〇
〇
六
五

　

東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
一
︱
一
七
︱
一
七

　

社
会
福
祉
法
人　

東

京

光

の

家

　

電　

話　

〇
四
二（
五
八
一
）二
三
四
〇

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二（
五
八
一
）九
五
六
八

手
さ
ぐ
り
の
作
品
展

今
回
の
作
品
展
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を

設
け
ず
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
自
由

な
発
想
を
そ
の
ま
ま
作
品
に
す
る
こ
と

を
心
が
け
ま
し
た
。

そ
う
や
っ
て
仕
上
が
っ
た
陶
芸
や
籐

細
工
、
手
芸
作
品
な
ど
を
、
い
ろ
い
ろ

な
置
き
方
で
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
展
示
し
ま
し
た
。
昨

年
度
よ
り
多
く
の
方
々
に
見
て
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
光
の
家
新
生
園　

訓
練
課

　
　
　

東
坂
沙
緒
里
）

陶芸の大型作品「クジャク」

今年の大作「みんなの地球」籐細工の大型作品にビックリ！

思い出のサクランボ狩りを表現しました！

法 

人 

役 

員

◇
理
事
長
・
評
議
員

　
　

田
中 

亮
治

◇
常
務
理
事
・
評
議
員

　
　

石
渡 

健
太
郎

◇
理
事
・
評
議
員

　
　

相
澤 

忠
一　
　

亀
岡 

寛
治

　
　

篠
﨑 

友
照　
　

杉
山 

吉
昭

　
　

松
本 

栄
二　
　

横
引 

公
一

◇
監
　
事

　
　

白
井 

富
士
夫　

藤
田　

 

洋

◇
顧
　
問

　
　

杉
山 

閑
男

◇
評
議
員

　
　

安
藤 

璀
子　
　

岩
島　

 

清

　
　

梅
田 

俊
幸　
　

大
堀 

五
晴

　
　

加
藤 

保
武　
　

軽
部 

義
和

　
　

川
辺 

和
政　
　

佐
川 

勝
宣

　
　

山
下　

 

勉　
　
（
五
十
音
順
）

　

永
年
に
わ
た
り
光
の
家
の
た
め
ご
尽

力
頂
い
た
菅
野
秀
郎
理
事
・
評
議
員
が

平
成
二
八
年
二
月
五
日
、
天
に
召
さ
れ

ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
八
年
三
月
二
七
日
付
に
て
、

横
引
公
一
氏
が
理
事
・
評
議
員
に
、
大

堀
五
晴
氏
が
評
議
員
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任

致
し
ま
し
た
。

会
期
：
平
成
二
八
年
二
月
一
六
日
〜
二
一
日

会
場
：
日
野
市
立
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
一
九
回


